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現在、Logicにて TAC/UAC シリーズを使用した場合、下記の不具合が発生しております。 

不具合に遭遇されたお客様は、それぞれの不具合症状に対して、回避方法を記載いたしましたので、お試し頂

きますようお願い致します。 

お客様には大変ご不便ご迷惑をおかけいたしますこと、深くお詫び申し上げます。 

 

１．ステップ入力が出来なくなる 

 MIDIキーボードや Logic内蔵のミュージックタイピングを使用してMIDIデータのステップ入力をし

ていると、入力したデータが短くなったり、長くなったりして正常に打ち込みができない。 

回避方法．ステップ入力時に TAC/UACシリーズの実機をMacから外してください。またはマウスを使

用してステップ入力を行ってください。 

 

２．コントローラアサインメントができない 

 コントローラアサインメントを実行すると、他のデータが入力されてしまい、正しくアサインできな

い。 

回避方法．アサイン時に TAC/UACシリーズの実機をMacから外してください。 

 

３．スマートコントロールを使用すると、ツマミが激しく動いてしまう 

 スマートコントロールにて、コントローラをツマミにアサインしようとすると、他のデータが入力さ

れてしまい、正しくアサインできない。 

回避方法．アサイン時に TAC/UACシリーズの実機をMacから外してください。 

 

４．MIDIトラックに XXXXXと録音される 

 MIDIデータの録音時に、録音結果に XXXXXと表示されてしまう。 

回避方法．Logic上のMIDI入力フィルターにて System Exclusiveを選択してください。 

 

５．LCDに「x 1 ０ 0」と点滅表示される 

 LCDに「x 1 0 0」という文字が点滅して表示されてしまう。 

回避方法．Logic上の表示のカスタマイズにて「MIDIアクティビティ(In/Out)」の選択を外してくだ

さい。 

※各機能の設定手順については Logicの取扱説明書を参照してください。 


